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 【⽬的】冬⾍夏草は抗がん作⽤などが確認されており、薬としての需要があるが、冬⾍夏草は⾼値で市場に 

     出回っている。そこで私達は、⾍を使わず、安価に栽培できないかを研究することにした。 

 【実験１】菌体を得る 

  複数の地点から採取してきた⼟にハチノスツヅリガ(  Galleria mellonella  )を埋めて菌  を感染させて得る。 

   ‧仙北市⻄⽊町潟前⼭  ‧⼤仙市中仙 ⼋⼄⼥⼭  ‧横⼿市雄物川町⾦峰⼭ 

 【結果１】得られた菌体   
      ハナサナギタケ(  Isaria japonica  )    イザリア‧カテニアニュラータ(  Isaria  cateniannulata  ） 
      ⾚きょう菌(  Cordyceps fumosorosea  ）   ボーベリア‧バシアーナ(  Beauveria  bassiana  ） 
     これらと、協⼒者の⽅から提供していただいたサナギタケ(  Cordyceps militaris  )の  計５種を培養した。 

 【実験２】⼦実体を得る                                  寒天培地 

  〈寒天培地での培養〉 

  [仮説]①⼦実体の形成には種類ごとに適した栄養成分がある 

    (使⽤した培地) ※濃度は1.5% 

   ‧  ペプトン培地（ペプトン10g、寒天15g) 

   ‧⽶ぬか粉末培地（⽶ぬか粉末10g、ペプトン10g、寒天15g） 

   ‧⽶ぬか浸出液培地（⽶ぬか浸出液10g、ペプトン10g、寒天15g） 

   ‧トレハロース培地（トレハロース15g、ペプトン10g、寒天15g） 

   ‧⽟ねぎ醤油培地（⽟ねぎ浸出液250ml、醤油15g、スクロース15g） 

  〈液体培地での培養〉 
  ［仮説]②濃度によって菌⽷、⼦実体の⽣育の程度に違いがある 
       ③栄養成分が少ないほど⼦実体形成が起こりやすい 
  (使⽤した菌体)‧ハナサナギタケ ‧サナギタケ ‧⾚きょう菌 
  (使⽤した培地)‧⽶ぬか粉末   ‧⽟ねぎ醤油 ‧トレハロース 
  (栄養成分の濃度)  1.5%    0,75%   0.25% 

 【結果２】 
  ①寒天培地ではハナサナギタケ、⾚きょう菌で⼦実体が形成された。 
   最も⽣育が良かったのは⽶ぬか粉末を⽤いたものであった。 
  ②液体培地ではどの栄養成分でも菌⽷の伸⻑が⾒られたが、 
   ⼦実体が⽣えることはなかった。 
  ③栄養成分の濃度が⾼い⽅が菌⽷がよく伸⻑した。 

 【考察と課題】 

  貴重な冬⾍夏草の菌体を５種も得ることができ、それを⽤いて菌⽷や 

  ⼦実体を⽣育させられたことは⼤きな成果である。  しかし、⼦実体形成の条件を確⽴できていない。 

  結果から⼦実体が⽣えている寒天培地はどれも乾燥していた  ことから、培地の⽔分が少ない⽅が⼦実 

  体を形成するのではないかという疑問が⽣まれたので、これをもとに進めていきたい。 
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